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市内の通学路では、地域の人たちによる見守り活動や安全対策な
ど、子どもたちが安全に通学できるよう、さまざまな取り組みがさ
れています。

特集
P2 地域で見守る子どもの笑顔

通学路の安全



は
桜
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
ん
で

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歩
き
ま
す
。

　
見
守
り
の
日
時
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
行
き
た
い
時
に
見

守
り
ま
す
。自
分
の
孫
が
通
学
す
る
の
に
合

わ
せ
て
見
守
り
を
始
め
た
隊
員
も
い
ま
す
。

　
現
在
45
人
が
登
録
す
る
下
恵
土
地
区
見

守
り
隊
で
す
が
、代
表
以
外
の
役
職
は
な

く
、総
会
な
ど
の
集
ま
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

組
織
の
運
営
に
気
を
使
う
よ
り
も
見
守
り

隊
の
活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
の
思
い
か

ら
、規
則
な
ど
も
特
に
な
く
、子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
、隊
員
た
ち

の
判
断
で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
隊
の
隊
員
が
長
年
地
元
で
暮
ら

し
、気
を
付
け
た
方
が
よ
い
場
所
な
ど
、地

域
の
実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

  

地
域
に
根
付
い
た
取
り
組
み

　
長
い
取
り
組
み
の
中
で
、顔
見
知
り
の
子

  

下
恵
土
地
区
見
守
り
隊

　
設
立
は
平
成
15
年
。当
時
の
下
恵
土
公
民

館
長
が
発
起
人
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　
き
っ
か
け
は
地
域
の
不
審
者
情
報
。定
年

を
迎
え
、地
元
を
散
歩
す
る
人
も
多
か
っ
た

た
め
、通
学
路
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
、不

審
者
や
交
通
事
故
な
ど
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
ろ
う
と
考
え
た
の
が
初
め
で
し
た
。取

り
組
み
を
始
め
て
今
年
で
12
年
目
に
な
り

ま
す
。

　
可
児
市
で
も
先
駆
け
と
な
っ
て
設
立
し

た
下
恵
土
地
区
見
守
り
隊
は
、市
内
の
ほ
か

の
地
域
の
参
考
に
な
り
、各
地
区
で
見
守
り

隊
が
設
立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

  

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
に
合
わ
せ
て
一
緒

に
歩
い
た
り
、横
断
歩
道
を
渡
る
際
に
誘
導

し
た
り
し
ま
す
。下
恵
土
地
区
見
守
り
隊
で

ど
も
も
増
え
ま
し
た
。見
守
り
の
際
に
は
声

掛
け
を
し
て
い
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
か
ら

も
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
た
見
守
り
の
時
だ
け
で
な
く
、別
の
場

所
で
顔
を
合
わ
せ
た
時
に
も
声
を
掛
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
、子
ど
も
た
ち
に
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
長
年
の
活
動
が
評
価
さ

れ
、教
育
委
員
会
か
ら
感
謝
状
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
学
校
か
ら
も
地
域
の
人
に
感
謝
す
る
会

に
招
か
れ
歌
や
記
念
品
を
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
記
念

品
は
、隊
員
の
宝
物
で
す
。

  

安
全
対
策

　
地
域
の
人
が
見
守
る
だ
け
で
な
く
、通
学

路
や
設
備
を
見
直
す
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

を
守
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。

　
道
路
の
交
通
事
故
対
策
を
立
て
る「
交
通

安
全
施
設
整
備
事
業
」で
は
、通
学
路
に
お

け
る
事
故
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、教
育
委
員
会
や
警
察
、

道
路
管
理
者（
国
土
交
通
省
な
ど
）が
通
学

路
の
安
全
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
で
危
険

箇
所
を
確
認
し
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
道
路
の
拡
幅
や
歩
道
の
整

備
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　
見
直
し
箇
所
は
自
治
会
か
ら
要
望
を
受

け
て
確
認
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
、地
域
の

声
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
安
全
対
策
の
例
〉

○
通
学
路
の
路
肩
を
緑
色
に
塗
る
カ
ラ
ー

舗
装

○
歩
行
者
と
車
を
分
離
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置

○
路
面
表
示
に
よ
る
速
度
抑
制

○
歩
道
や
道
路
の
拡
幅

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
修
繕

　
こ
れ
ら
の
整
備
事
業
に
は
子
ど
も
た
ち
に

安
全
に
通
学
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。道
路
を
歩
く
時
も
、車
に

乗
る
時
も
、安
全
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

  

通
学
路
付
近
で
の
お
願
い

〈
自
転
車
を
運
転
す
る
人
は
〉

○
歩
道
に
子
ど
も
が
い
る
か
気
を
付
け
て

走
り
ま
し
ょ
う

○
後
ろ
か
ら
自
転
車
が
近
づ
い
て
い
て
も
気

付
か
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
、追
い
越
す

時
は
事
前
に
ベ
ル
を
鳴
ら
し
ま
し
ょ
う

〈
自
動
車
を
運
転
す
る
人
は
〉

○
子
ど
も
が
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
ら
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
ま
し
ょ
う

下
恵
土
地
区
見
守
り
隊
に
関
す
る
問
合
先

　下
恵
土
公
民
館
☎
63
４
７
５
１

安
全
対
策
に
関
す
る
問
合
先

　学
校
教
育

　
課
・
土
木
課

子どもたちが毎日通る通学路。
安全に通学できるよう、さまざまな取り組みがあります。
今回はその中から、下恵土地区見守り隊と交通安全施設整備事業を紹介します。

下恵土地区見守り隊

代表　玉置秀年さん
たまおきひでとし

地域で見守る    
子どもの笑顔

通学路の安全

無理なく続けて
長年、活動が続いている理由としては、

「無理をしない」ことがあると思います。

この箇所は必ず見守るとか、何曜日は

見守らないといけない、と決めてしま

うと、負担になってしまい長く続ける

ことはできません。

それぞれができる範囲で見守る、とい

う無理のない活動が受け入れられて続

けていけているのだと思います。今で

は子どもたちを見守ることが自然な習

慣になっているように感じます。

これからも無理なく見守りを続けてい

きたいですね。

安全対策の状況
道路幅を広げ、ブロックを設置して歩道と車道を分けました

歩道にカラー舗装を加えることで、ドライバーの注意を促します

交差点前に注意を促すカラー舗装を加えました 踏切を安全に渡れるよう歩道を確保しました

対策前

対策後

対策後 対策後

対策前

対策後
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秋田県
岩手県

宮城県
山形県

福島県

秋田
盛岡

仙台山形

福島

村田町

利府町

多賀城市

角田市

陸前高田市

釜石市

これからも復興を応援し続けたい　　佐藤浩史（教育総務課）
　

　私は釜石市教育委員会へ３カ月派遣され学校施設の維持管理や営繕工事の設計・監理業務を担当させて頂きました。
　釜石市は震災により小中学校を合わせ４校の校舎が破壊され、現在も子どもたちは応急仮設校舎で学習しています。

仮設校舎は構造が簡易で耐久性や機能が劣るため、湿気で床が破損するなど学習環境に支障が出ていました。新しい校

舎の建設が急がれますが、現在設計中であと２年半かかるとのことでした。

　市街地では真新しいお店が建ち並び始め、「イオンタウン釜石」新築工事が平

成26年３月のオープンに向け急ピッチで進められていました。大型商業施設の

完成には雇用を始め大きな経済波及効果が期待されています。その一方で沿岸

部には一面に荒野のような景色が広がる地区があり、被災者の住宅再建はまだ

まだこれからでした。

　復興への障害の一つとして工事の入札不調が約９割という状況がありまし

た。これは長く続いた不況の影響で建設業界の規模が縮小してきたのに対し、大

変多くの工事が一気に発注され施工業者や技術者、職人が圧倒的に不足してい

ることや建設資材の不足による価格高騰が原因ですが、官庁工事離れについて

も考えなければならないと感じました。

　思うように進まない復興への苛立ちやストレスを釜石市の皆さんが一番感じて

みえると思いますが、震災の悲惨な体験から一歩一歩乗り越えて「屈せず・撓まぬ

心」の精神で常に前向きに努力を続けてみえる姿や私たち派遣職員へのお気遣いに

とても感銘を受けました。派遣期間はあっという間に終わりましたが、これからも

東北や釜石市の復興のために貢献できることを考え応援し続けたいと思います。

釜石への派遣を終えて　　柴田雅子（高齢福祉課）
　

　昨年７月31日から８月31日までの約１カ月、岩手県釜石市へ被災地支援に

行ってまいりました。仮設住宅入居者は居室に閉じこもりがちになってしまう

ため、仮設住宅の談話室で健康相談を行い、健康講話や簡単な運動を実施しまし

た。また継続支援が必要な人への家庭訪問も行ってきました。

　釜石では震災から２年半が過ぎても、つらい現実と向き合っている人々の話

を聞くことができました。被災者の皆さんのお話はどれも重く悲しいものでし

たが、なかでも２歳児健診の際に聞いた話が頭から離れません。お母さんは当時

２歳の長子と乳児を連れて避難した防災センターで津波に襲われ、天井まで浸

水し鼻まで水に浸かった状態で立ち泳ぎしながら２人の子どもを抱いていたの

ですが、乳児に呼吸をさせるために長子の手を放してしまい、流されていく長子

を助けられなかったそうです。ご遺体はまだ見つかっていないとのこと。「流さ

れた子と同じ年齢になり、見ていると時々つらい」というお母さんのお話に言葉

を掛けることができませんでした。

　ただ、どなたも派遣職員への気遣いをしてくださり、「こんな遠いところまで

来てくれてありがとう」など、温かい言葉を掛けてくださいました。

　この派遣を通じ、平時からの人のつながりが、本当に大切だということを学ん

できましたので、日々の仕事へも生かしていきたいと思っています。釜石市だけ

でなく、震災により被害を受けた地域はまだ復興半ばです。被災地の情報を気に

かけて知っていただくことも支援につながります。この広報の記事を目にとめ

て読んでいただいた皆さま、本当にありがとうございます。

それでもこの地で生きていく　　日比野聡（水道課）
　

　震災から２年目を迎えた昨年３月、多賀城市への半年間の派遣要請を受けました。一昨年、気仙沼市と陸前高田市を

訪れ、壮絶な被災地を目の当たりにし、機会があれば復興のお手伝いをしたいと考えていたため即答で了解しました。

担当業務は、地震によって浮き上ったマンホールや破断した下水道管の復旧ならびに雨水浸水対策の設計業務でした。

　まちに対する第一印象は予想とは違い、震災の爪跡を市内で目にすることは

ほとんどありませんでした。しかし、多賀城市職員からの話や被災直後の写真や

画像を拝見すると、その思いは打ち消されました。津波によって市内の三分の一

が浸水し１８０人を超える尊い命が奪われており、決して被害が少なかった訳

ではありませんでした。市長を先頭に全市一丸となって早期復興に取り組み、中

でも、震災瓦礫の処理をいち早く進めたことによる成果と言えるでしょう。

　派遣期間中、週末を利用して被害を受けた沿岸部を中心に東北各地を訪問し

ました。そこでお会いした被災者からは、決して諦めることなく、“それでもこの

地で生きていく“という力強い言葉を聞かせていただきました。励ますどころ

か、逆に、たくましく復興に取り組む人たちから、困難に立ち向かう勇気をもら

いました。

　震災から２年、そしてこれからの復興にかかる年月を考えるとわずか半年と

いう短い期間でしたが、多賀城市職員や派遣職員の皆さまの心添えで無事終え

ることができましたことに感謝申し上げます。また今回、こうした機会を与えて

いただいた職場をはじめ関係者の皆さま、そして半年間の単身赴任を許してく

れた家族に感謝して私の派遣報告とさせていただきます。

頭と手先を使う体操として「あやとり」

仮設住宅の談話室での健康相談

尾崎公園（避難所）から釜石港を望む

シープラザ遊（イベント広場）前

被災直後の様子（工場敷地内）

被災直後の様子（公共ます）

市は、東日本大震災の復興支援のため、被災地に職員を派遣しています。
今回は、これまでに派遣された26人の職員の中から、３人の職員のレポートを紹介します。
被災地の復興状況や課題、そこで暮らす人々の思いなどを感じ取っていただければと思います。

復興のためにできること ～市職員派遣の取り組み～

東日本大震災に対する取り組み状況（職員派遣分のみ）

問合先　秘書課

平成23年　３月11日（金）　東北地方太平洋沖地震発生
 ３月 ２人（水道課）　（宮城県村田町）
 ４月 ２人（水道課）　（宮城県角田市、利府町）
 ５月 １人（保健師）　（岩手県陸前高田市）
 ６月 １人（保健師）　（岩手県陸前高田市）
 ６～８月 １人（保健師）　（岩手県釜石市）
10～12月 ２人（保健師、技術職員）　（岩手県釜石市）
平成24年
 ４～９月 ２人（技術職員）　（宮城県多賀城市）
 ４～６月 １人（保健師）　（岩手県釜石市）
 ９～12月 １人（技術職員）　（岩手県釜石市）
10～３月 ２人（技術職員）　（宮城県多賀城市）
10～12月 １人（保健師）　（岩手県釜石市）
平成25年
 ４～９月 １人（技術職員）　（宮城県多賀城市）
 ７～８月 １人（保健師）　（岩手県釜石市）
 ９～12月 １人（技術職員）　（岩手県釜石市）
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●肥満とは
　医学的に肥満と判定するのは、脂肪が一定以上に多くなった場

合を言います。体重が重い人でも、プロレスラーやハンマー投げ

などの選手は、筋肉や骨の割合が多く脂肪が少ないため、肥満で

はないということになります。

●肥満の判定はどうやって
　身長と体重から計算されるＢＭＩという数値で判定できます。

　計算式　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）の2乗

　日本肥満学会が定めた基準では、統計的に最も病気にかかりに

くい値ＢＭＩ22を標準としており、25以上を「肥満」、18.５未満

を「痩せ」としています。
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、な
か
な
か
受
け
ら

れ
な
い
人
も
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
し
て
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
市
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
に「
特
定

健
診（
以
下「
メ
タ
ボ
健
診
」と
い
う
）」お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
へ
の

「
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診
」、さ
ら
に
40
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
し
た
各
種
が
ん
検
診
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
健
診
や
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診

は
保
険
加
入
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、職
場

の
が
ん
検
診
を
受
け
忘
れ
た
場
合
な
ど
、

対
象
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
は
受
診
で
き

ま
す
の
で
、年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受

け
、体
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

 

メ
タ
ボ
健
診

◆
受
診
率

　
市
メ
タ
ボ
健
診（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
対
象
の
健
診
）の
受
診
率
は
28
・
０
％
で

県
下
37
位
と
大
変
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
メ
タ
ボ
健
診
の
結
果
概
要
】

◆
可
児
市
受
診
者
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

る
と
、子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
の
発
症
人

数
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
率
は
、20
代

後
半
か
ら
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。若
い
う

ち
か
ら
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

前
立
腺
が
ん
の
検
査
は
簡
単

　
50
歳
以
上
の
男
性
で
前
立
腺
が
ん
検
診

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
、ま
た
は
過
去

３
年
間
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
１
ng
／

ml
以
上
だ
っ

た
人
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
率
は
、９
・
８
％
と
大
変
低
い
で
す

が
、平
成
24
年
度
前
立
腺
が
ん
検
診
で
は

26
人
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、ほ
か
の
検
診
と
比
較
し
て
も
高
い
発

見
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。血
液
検
査
で
で

き
る
簡
単
な
検
診
で
す
の
で
、ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。が
ん
検
診
を
継
続
し
て
受
診

す
る
こ
と
で
、早
期
発
見
の
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。

 

健
康
管
理
し
て
明
る
い
生
活
を

　
平
成
23
年
度
に
お
け
る
市
の
主
要
死
因

を
み
る
と
、総
数
７
５
６
人
中
悪
性
新
生

物
に
よ
る
も
の
が
２
１
９
人
と
最
も
多

く
、全
体
の
29
％
を
占
め
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、心
疾
患
１
２
５
人（
16
・
５
％
）、肺
炎

77
人（
10
・
２
％
）、脳
血
管
疾
患
59
人（
７
・

８
％
）と
続
き
、こ
の
４
原
因
で
６
割
を
超

え
て
い
ま
す
。特
に
生
活
習
慣
病
が
占
め

る
割
合
は
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
不
規
則
な
生
活
の
積
み
重
ね

で
、多
く
の
人
が
病
に
倒
れ
不
自
由
な
生

活
と
な
り
、最
悪
の
場
合
、生
命
の
危
険
に

及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
健（
検
）診
を
疾
病
の
早
期
発
見
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
ら
、健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
へ
と
切
り
替
え
て
、自
ら
の
健
康
管
理

を
自
身
で
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。

　
年
に
一
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
明
る
い
生
活

を
続
け
る
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
自
身
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

※

子
宮
頸
が
ん
、乳
が
ん
、大
腸
が
ん
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
に
は
、５
月
末

に
申
込
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
先

　健
康
増
進
課

◆
メ
タ
ボ
健
診
で
腹
囲
が
重
要
な
理
由

　
体
の
脂
肪
の
中
で
も
、内
臓
に
溜
ま
る

脂
肪
が
最
も
問
題
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、内
臓
脂
肪
が
多
く
な
る
と
高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
、動
脈
硬
化

な
ど
に
な
り
や
す
く
な
る
物
質
が
多
く
分

泌
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。内
臓

脂
肪
は
腹
囲
と
比
例
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
て
、腹
囲
を
測
定
す
る
こ
と
で
内
臓

脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か
判
定
で
き
る
の
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、メ
タ
ボ
健
診
で

は
腹
囲
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　
肥
満
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
な
ど
に
か

か
り
や
す
く
な
る
た
め
、早
い
時
期
か
ら

の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

が
ん
検
診

◆
受
診
率

　
市
の
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、９

〜
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
男
女
に
特
有
の
が
ん

 

子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
が
増
加

　
若
い
女
性
の
受
診
率
が
特
に
低
い
で
す

が
、近
年
の
女
性
の
が
ん
の
発
症
率
を
見

市の健（検）診 
使って安心  いきいきライフ
40歳以上の市民の皆さんに、『平成26年度　可児市健（検）診申込書』を2月末に送付しました。
年に１回は健診を受診し、自分の体の機能チェックを行うとともに、病気の早期発見早期治療のため、
生活習慣を見直してみましょう。

ＬＤＬコレステロール値の割合

腹囲・BMIの値が高い人の割合（性別・地区別）

男性 女性

各種検診受診率の推移

日本における20～39歳の女性10万人当たりの各種がんの発症率推移

検診でがんが発見され治療につながったケース
（24年度がん検診でがんが発見された人数）

がん検診を継続して受診することで早期発見の可能性が
高まります。

胃がん ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　９人

大腸がん ● ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　18人

肺がん ● ● ● ● ● 　5人

前立腺がん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　26人

子宮がん ●　1人

乳がん ● ● ● ● ● ● ● 　7人

広報かに  2014.3.1　67　広報かに  2014.3.1



●肥満とは
　医学的に肥満と判定するのは、脂肪が一定以上に多くなった場

合を言います。体重が重い人でも、プロレスラーやハンマー投げ

などの選手は、筋肉や骨の割合が多く脂肪が少ないため、肥満で

はないということになります。

●肥満の判定はどうやって
　身長と体重から計算されるＢＭＩという数値で判定できます。

　計算式　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）の2乗

　日本肥満学会が定めた基準では、統計的に最も病気にかかりに

くい値ＢＭＩ22を標準としており、25以上を「肥満」、18.５未満

を「痩せ」としています。
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国立がんセンターがん対策情報センター、人口動態統計（厚生労働大臣官房統計情報部）

※上皮内がんを含む

　
健
診
受
診
者
の
う
ち
４
分
の
３
が
、生

活
習
慣
の
改
善
や
受
診
が
必
要
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。市
の
特
徴
と
し
て
は
、

特
に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
高
い

人
が
多
く
、そ
の
占
め
る
割
合
は
県
下
で

８
番
目
で
す
。Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
動
脈
硬
化
を
助
長
し
、心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
の
よ
う
な
重
い
病
気
に
つ
な
が
り
ま

す
。高
く
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、健

診
を
受
け
る
こ
と
で
早
期
に
気
付
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
市
内
14
地
区
の
傾
向

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、地
区
・
検
査
項

目
ご
と
の
メ
タ
ボ
健
診
の
結
果
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
腹
囲
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
数
値
を
見
る
と
、男
性

で
は
川
合
、桜
ケ
丘
地
区
に
高
い
人
が
多

く
、女
性
で
は
久
々
利
、兼
山
地
区
に
高
い

人
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
。

 

年
に
一
度
は
体
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　
昨
年
度
メ
タ
ボ
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診

受
診
者
の
デ
ー
タ
か
ら
、本
市
の
特
徴
を

い
く
つ
か
挙
げ
ま
し
た
。自
身
の
状
況
と

照
ら
し
合
わ
せ
、健
診
を
欠
か
さ
ず
受
け

て
い
る
人
は
継
続
し
、な
か
な
か
受
け
ら

れ
な
い
人
も
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
し
て
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
市
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
に「
特
定

健
診（
以
下「
メ
タ
ボ
健
診
」と
い
う
）」お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
へ
の

「
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診
」、さ
ら
に
40
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
し
た
各
種
が
ん
検
診
を

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
健
診
や
ぎ
ふ
・
す
こ
や
か
健
診

は
保
険
加
入
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、職
場

の
が
ん
検
診
を
受
け
忘
れ
た
場
合
な
ど
、

対
象
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
は
受
診
で
き

ま
す
の
で
、年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受

け
、体
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

 

メ
タ
ボ
健
診

◆
受
診
率

　
市
メ
タ
ボ
健
診（
国
民
健
康
保
険
加
入

者
対
象
の
健
診
）の
受
診
率
は
28
・
０
％
で

県
下
37
位
と
大
変
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
メ
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の
結
果
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要
】

◆
可
児
市
受
診
者
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い

る
と
、子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
の
発
症
人

数
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
率
は
、20
代

後
半
か
ら
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。若
い
う

ち
か
ら
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

前
立
腺
が
ん
の
検
査
は
簡
単

　
50
歳
以
上
の
男
性
で
前
立
腺
が
ん
検
診

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
、ま
た
は
過
去

３
年
間
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
１
ng
／

ml
以
上
だ
っ

た
人
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
診
率
は
、９
・
８
％
と
大
変
低
い
で
す

が
、平
成
24
年
度
前
立
腺
が
ん
検
診
で
は

26
人
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
、ほ
か
の
検
診
と
比
較
し
て
も
高
い
発

見
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。血
液
検
査
で
で

き
る
簡
単
な
検
診
で
す
の
で
、ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。が
ん
検
診
を
継
続
し
て
受
診

す
る
こ
と
で
、早
期
発
見
の
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。

 

健
康
管
理
し
て
明
る
い
生
活
を

　
平
成
23
年
度
に
お
け
る
市
の
主
要
死
因

を
み
る
と
、総
数
７
５
６
人
中
悪
性
新
生

物
に
よ
る
も
の
が
２
１
９
人
と
最
も
多

く
、全
体
の
29
％
を
占
め
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、心
疾
患
１
２
５
人（
16
・
５
％
）、肺
炎

77
人（
10
・
２
％
）、脳
血
管
疾
患
59
人（
７
・

８
％
）と
続
き
、こ
の
４
原
因
で
６
割
を
超

え
て
い
ま
す
。特
に
生
活
習
慣
病
が
占
め

る
割
合
は
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
不
規
則
な
生
活
の
積
み
重
ね

で
、多
く
の
人
が
病
に
倒
れ
不
自
由
な
生

活
と
な
り
、最
悪
の
場
合
、生
命
の
危
険
に

及
ぶ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
健（
検
）診
を
疾
病
の
早
期
発
見
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
ら
、健
康
度
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
へ
と
切
り
替
え
て
、自
ら
の
健
康
管
理

を
自
身
で
行
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。

　
年
に
一
度
の
チ
ェ
ッ
ク
が
明
る
い
生
活

を
続
け
る
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
自
身
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

※

子
宮
頸
が
ん
、乳
が
ん
、大
腸
が
ん
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
に
は
、５
月
末

に
申
込
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

問
合
先

　健
康
増
進
課

◆
メ
タ
ボ
健
診
で
腹
囲
が
重
要
な
理
由

　
体
の
脂
肪
の
中
で
も
、内
臓
に
溜
ま
る

脂
肪
が
最
も
問
題
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、内
臓
脂
肪
が
多
く
な
る
と
高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
、動
脈
硬
化

な
ど
に
な
り
や
す
く
な
る
物
質
が
多
く
分

泌
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。内
臓

脂
肪
は
腹
囲
と
比
例
す
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
て
、腹
囲
を
測
定
す
る
こ
と
で
内
臓

脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か
判
定
で
き
る
の
で

す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、メ
タ
ボ
健
診
で

は
腹
囲
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　
肥
満
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
な
ど
に
か

か
り
や
す
く
な
る
た
め
、早
い
時
期
か
ら

の
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

が
ん
検
診

◆
受
診
率

　
市
の
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、９

〜
18
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
男
女
に
特
有
の
が
ん

 

子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
が
増
加

　
若
い
女
性
の
受
診
率
が
特
に
低
い
で
す

が
、近
年
の
女
性
の
が
ん
の
発
症
率
を
見

市の健（検）診 
使って安心  いきいきライフ
40歳以上の市民の皆さんに、『平成26年度　可児市健（検）診申込書』を2月末に送付しました。
年に１回は健診を受診し、自分の体の機能チェックを行うとともに、病気の早期発見早期治療のため、
生活習慣を見直してみましょう。

ＬＤＬコレステロール値の割合

腹囲・BMIの値が高い人の割合（性別・地区別）

男性 女性

各種検診受診率の推移

日本における20～39歳の女性10万人当たりの各種がんの発症率推移

検診でがんが発見され治療につながったケース
（24年度がん検診でがんが発見された人数）

がん検診を継続して受診することで早期発見の可能性が
高まります。

胃がん ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　９人

大腸がん ● ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　18人

肺がん ● ● ● ● ● 　5人

前立腺がん ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　26人

子宮がん ●　1人

乳がん ● ● ● ● ● ● ● 　7人
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可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、市
民
の
健
康
づ
く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
、

地
域
の
絆
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。３
月
か
ら
来
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

グラウンド・ゴルフ ヨーガセラピー

卓球

ベリーダンスin夏まつり

初級水泳教室 かけっこ教室かけっこ教室

U
N
I
C
に
入
ろ
う

ユ

ニ

ッ

ク

ユ

ニ

ッ

ク

年
会
費

小
中
高
生
会
員
　
　
１
０
０
０
円

一
　
般
　
会
　
員
　
　
３
０
０
０
円

シ
ル
バ
ー
会
員

 

（
平
成
26
年
度
に
満
65
歳
以
上
の
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
円

 

新
生
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
ス
タ
ー
ト

　
４
月
か
ら
市
内
４
つ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
統

合
し
て
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
統
合
に
よ
り
次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
。

○
ど
の
支
部
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

○
申
込
・
問
合
窓
口
が
一
本
化
さ
れ
ま
す

 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
目
的

　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
目
的
は「
青
少
年
の
健
全
育

成
」「
地
域
住
民
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
」

で
す
。可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る「
場
」

を
提
供
す
る
こ
と
で
、日
頃
運
動
を
で
き
な

い
人
が
活
動
す
る
喜
び
を
味
わ
っ
た
り
、地

域
の
絆
を
深
め
て
生
活
が
豊
か
に
な
る
こ

と
を
願
い
、各
支
部
で
特
色
あ
る
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
内
容

　
例
え
ば
、東
可
児
支
部
の
親
子
で
参
加
で

き
る「
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室
」は
し
な
や
か
な

動
き
を
取
り
入
れ
た
ダ
ン
ス
で
、子
ど
も
が

踊
る
と
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。中
部
支
部

は「
ヨ
ー
ガ
教
室
」、蘇
南
支
部
は
高
齢
者
向

け
の「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」、小
学
生
対
象

の「
体
操
教
室
」や「
か
け
っ
こ
教
室
」、帷
子

支
部
で
は「
卓
球
」、「
硬
式
テ
ニ
ス
」な
ど
特

色
あ
る
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。７
月
に

は
泳
ぎ
の
苦
手
な
子
の
た
め
の「
水
泳
教
室
」

な
ど
、皆
さ
ん
の
要
望
や
年
齢
に
応
じ
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は

①
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ

②
イ
ベ
ン
ト

③
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

の
３
つ
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
行

い
ま
す
が
、可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
会
員
登
録
す

れ
ば
ど
の
支
部
・
種
目
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

26    
年
度
の
会
員
を
募
集

　
市
内
４
つ
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
平
成
26
年
１

月
現
在
の
会
員
数
は
、２
２
４
６
人
で
す
。今

後
も
幅
広
い
世
代
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
活
動
は
、各
公
民
館
に

備
え
付
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
お
た
よ
り

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。入
会
前
の
体
験
も
実

施
し
ま
す
。「
い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
だ
れ

と
で
も
」気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

可
児
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
申
込
・
問

合
先

【
３
月
ま
で
】

○
帷
子
・
帷
子
公
民
館
内
☎
65
２
０
０
７

○
中
部
・
広
見
公
民
館
内
☎
62
２
１
０
１

○
蘇
南
・
下
恵
土
公
民
館
内
☎
63
０
６
７
３

○
東
可
児
・
桜
ケ
丘
公
民
館
内
☎
64
０
０
５
１

【
４
月
以
降
】

可
児
市
坂
戸
９
８
７
番
地
４
☎
63
０
６
７
３

※

各
公
民
館
に
あ
る
事
務
所
は
、４
月
に
坂

戸（
可
児
高
校
横
、市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
管
理
棟
２
階
）に
移
転
し
ま
す
。

　
問
合
先
も
変
更
と
な
り
ま
す
。
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広
　
告

市役所内の議場で、可児高校の生徒による「高校生議
会」が開催されました。
生徒たちは、今年度同校が「地域課題解決型キャリア
教育」の一環として取り組んできた可児川の環境調査や
地域医療、防災などの意見交換の成果を発表しました。
その後、生徒代表が、地域の課題について大人と中高
生などの若い世代が話し合える場を設けてほしいとの意
見書を提案し、参加生徒の全会一致で可決されました。

花フェスタ記念公園において可児シティマラソン大会
が開催されました。今回が第３２回となる同大会は、市
民に愛されるスポーツ大会として定着しています。
当日は、全１４部のタイムレース、ジョギングに
２，４２１人が出場。
タイムレースで先頭を目指す人やジョギングで汗を流
す人、今年から部門に加わった仮装の部に参加する人な
ど、早春の公園を楽しんでいました。

2/10

2/16

可児高校臨時会開催

晴天の下、快走

意見書を採択する可児高校の生徒

一斉にスタートする参加者

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴

う
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
一
般
廃
棄
物
処

理
手
数
料
の
一
部
が
変
更
と
な
り
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ん
に
は
負
担
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
粗
大
ご
み
（
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
）

　
１
枚　
５
０
０
円 

➡ 

５
１
０
円

※
ご
み
袋
の
販
売
価
格
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

○
が
れ
き
類（
が
れ
き
処
分
場
利
用
料
）

　
１
ｔ
以
上
の
場
合
、
５
０
０
㎏
に
つ

き　
５
２
０
円 

➡ 

５
３
０
円

※
１
ｔ
未
満
の
場
合
は
無
料
で
す
。

問
合
先　
環
境
課



可児のお宝情報局

生き生き健康コラム
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春の到来を告げるように梅や草花が咲き始める頃、ハナノキ
が紅く色づきます。
ハナノキは、日本の固有種で、長野・岐阜・三重にのみ自生
が確認されています。市内では久々利地内に自生地が点在し、
市の天然記念物に指定されています。
ハナノキは、開花した後に葉をつける木です。３月下旬に開
花し、鮮やかな紅色に染まる美しい姿が遠くからでも分かりま
す。種子にはプロペラ状の羽根があり、回転しながら飛んでい
きます。５月頃青々とした葉をつけ、秋には紅葉し、四季折々
に美しい姿を楽しむことができます。
環境の変化により自

じ

生
せい

木
ぼく

は減少しましたが、その美しい姿か
ら、街路や公園などに植栽されています。小

こ

渕
ぶち

ダムの周囲にも
植栽され、散策に訪れる人の目を楽しませています。

� 問合先　教育文化財課

四季折々に美しい

ハナノキ

Vol.22

Vol.12

「１・２・３・４で健康づくり」
昭和初期までの日本の主な死因は、肺と消化器の感
染症によるもので、特に肺の慢性感染症である結核が
猛威をふるっていました。
その後急速な復興による生活環境の改善や医療およ
び治療薬の進歩・発展により、これら感染症は急減し
日本人の平均寿命は伸びてきました。
ところが、感染症が減少してきた一方で、悪性新生
物や脳卒中、心臓病など成人病と呼ばれる病気が発症
するようになり、疾病構造を塗り替えることになりま
した。
また、近年こうした疾病にかかるのは、加齢、遺伝
子的要因のほか病原体や有害物質、ストレスなどの外
部要因に加え、食生活、運動、休養などの生活習慣要
因の3つが大きく関わっていることが判明し、加齢に
よりかかりやすくなるのではなく、生活習慣の改善に
よって予防しうるものという認識を持つことが重要に
なっています。
“生活習慣の改善”は気づきにくいものですし、ま

た何から始めたらよいかとも困惑しがちですが、市は、
健康づくりのため次の4つの点を意識していただくこ
とで生活改善が実践され、結果疾病の予防につながる
と考え、「１・２・３・４で健康づくり」という合言
葉を作りました。

年に１回定期的に健（検）診を受けましょう
週に 2回30分のウオーキングを行う
� 「歩こう可児302運動」を実践しましょう
毎日 3度のバランスの取れた食事をとりましょう
４
し
ゃかい（社会）活動に積極的に参加しましょう

この４つの取り組みを生活の中に無理のないように
取り込んで、自分にあった健康づくりを実践しましょ
う。そして、効果的に生活習慣を改善し、医療に頼ら
ず笑顔で暮らしていきましょう。

� 問合先　健康増進課

秋の紅葉

春には花と種子をつける



簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん
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Vol.21

小松菜の煮浸し

【材料（４人分）】

小松菜　１８０ｇ／油揚げ　２０ｇ

Ａ
　しょうゆ　小さじ２／酒　小さじ２／
　　みりん　大さじ１と小さじ１

【作り方】
①	小松菜は根元を切り落とし、３cm長さに切る。
②	油揚げはお湯を回しかけて、油抜きをする。
	 水気を絞って、１cm幅に切る。
③	平たい耐熱容器に油揚げを敷き、小松菜の葉、茎の順
に広げて入れる。２人分ずつ分けて加熱するとよい。

④	Ａを混ぜ合わせ、③に回しかける。
⑤	端を少しあけてラップをかけ、（２人分の場合）
600wの電子レンジで約３分加熱する。

	 取り出して軽く混ぜ、さらに30秒～１分加熱する。
⑥	加熱が終わったらラップをしたまましばらくおき、
味をしみ込ませる。 問合先　健康増進課

【栄養成分（１人当たり）】
エネルギー　45kcal／鉄分 1.5g／カルシウム　93mg

小松菜には、カルシウムや鉄分が多く含まれています。

また、風邪を予防するビタミンＣも豊富に含んでいます。

可児市の西に位置し気軽に楽しめる山として、多くの登
山者で賑わう鳩吹山。
その麓の可児川下流域自然公園では春はカタクリの花の
群生、そして秋は紅葉を楽しめます。
カタクリの可憐な姿は平安時代から変わらず私たちを楽
しませてくれています。
日本に現存する最古の和歌集「万葉集」では三十六歌仙
の一人、大伴家

やか
持
もち
がこの花について詠んでいます。

『もののふの　八
や
十
そ
娘
おとめ
子らが汲みまがふ　寺

てら
井
い
の上の　

堅香子の花』
この「堅香子」は、カタクリの古

こ
名
めい
です。厳しい寒さが

緩み、待ちわびた春の訪れとともに咲き始めた堅香子の花
に、家持も魅せられたのでしょう。
3月29日（土）・30日（日）には第3回カタクリまつ
りが開催されます。早春の妖精（スプリングエフェメラル）
ともいわれる花たちに会いに足を運んでみませんか。

Vol.6

� 問合先　経済政策課

フェイスブックページアドレス
http：//www.facebook.com/kanibrand
アカウントを持っている人は、ぜひ「い
いね！」をお願いします。

堅
か た

香
か

子
ご

の花



広報かに  2014.3.1　12

【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1 番地　☎�1111
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プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
」

に
、
ラ
モ
ス
瑠
偉
監
督
、
川
口
能
活
選

手
、
三
都
主
ア
レ
サ
ン
ド
ロ
選
手
と
い
う

ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
加
入
し
、
大
き
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
県
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
入
団
会
見
の
映
像
で
、
彼
ら
の

胸
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｋ　

Ｎ
Ｔ
Ｋ　

日
本
特
殊
陶

業
」
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付

か
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
自
動
車
部
品
製
造

の
世
界
的
企
業
で
あ
る
日
本
特
殊
陶
業
㈱

が
岐
阜
県
（
可
児
市
）
に
立
地
し
た
ご
縁

で
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

同
社
は
４
月
か
ら
、
当
市
の
二
野
工
業

団
地
で
ス
パ
ー
ク
プ
ラ
グ
の
部
品
を
製

造
す
る
新
工
場
を
稼
働
さ
せ
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
将
来
的
に
数
百
人
の
社
員
が

勤
務
し
ま
す
。
工
場
建
物
な
ど
に
は
約

2
8
0
億
円
も
の
資
金
が
投
入
さ
れ
、

雇
用
・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

同
社
の
ほ
か
、
こ
の
３
年
の
間
で
、
Ｋ

Ｙ
Ｂ
㈱
、
㈱
バ
ロ
ー
（
同
社
も
Ｆ
Ｃ
岐

阜
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。）、
㈱
メ
ト
ー
カ
ケ
フ
、
オ
オ
サ
キ
メ

デ
ィ
カ
ル
㈱
な
ど
の
優
良
企
業
か
ら
立
地

先
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
立

地
奨
励
制
度
の
充
実
や
、交
通
の
利
便
性
、

安
全
性
、
優
良
な
労
働
力
な
ど
、
可
児
市

進
出
の
優
位
性
を
訴
え
、
企
業
誘
致
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
成
果
で
す
。

人
口
、
税
収
と
も
に
右
肩
上
が
り
の
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
一
方
、
高
齢
化
や

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、
社
会
保
障

費
や
維
持
管
理
費
が
、
今
後
さ
ら
に
必
要

と
な
り
ま
す
。
安
全
安
心
に
暮
ら
し
、
元

気
に
学
び
、
働
き
、
健
康
で
日
々
を
過
ご

す
た
め
に
は
、
経
済
的
な
活
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

最
近
、
新
た
な
立
地
企
業
や
拡
張
し
た

工
場
に
勤
め
る
人
た
ち
に
よ
る
、
借
家
契

約
が
増
え
て
い
る
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

す
。企
業
立
地
や
市
内
企
業
の
頑
張
り
は
、

市
民
の
働
く
場
所
が
増
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
新
し
い
市
民
の
増
加
に
も
繋
が
り
ま

す
。
市
内
で
の
消
費
が
増
え
、ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
様
々
な
活

動
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
税
収
や
雇
用
の
増

加
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
全
体
に
活
気
・
活

力
が
生
ま
れ
ま
す
。

企
業
立
地
や
既
存
産
業
の
支
援
な
ど
の

産
業
活
性
化
施
策
は
、
大
切
な
本
市
の
魅

力
づ
く
り
の
一
つ
で
す
。
ご
高
齢
の
皆
さ

ん
に
も
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
の
皆
さ

ん
に
も
、
安
心
し
て
可
児
市
に
住
ん
で
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

経
済
力
は
、
地
域
の
福
祉
力
を
支
え
る
糧

だ
と
思
い
ま
す
。

「
選
ば
れ
る
可
児
市
へ
」

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ
12

二野工業団地に進出した㈱神田商会のギター（ZEMAITIS）

日本特殊陶業㈱（㈱日特スパークテック東濃）の新工場

ＦＣ岐阜新体制発表会見の様子

©Kaz Photography/FC GIFU



放送中
災害など
緊急時には、
特別放送を
します。

月～金の午前８時からは、市政情報
を、毎週土曜日の午前10時からは、地
域の市民活動などを放送しています。
毎週木曜日の午前11時20分～11時40
分は、市長や市職員が出演するコー
ナーもあります。
お聴き逃しなく！
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

高齢者の健康や、介護の悩みは
「あんしんダイヤル24」へ！

1０１２０-６０５-０５２
「防災無線」電話で確認サービス
専用電話番号
0574-62-１５４８
※通話料金が必要です。
※防災無線放送後、24時間経
過すると消去されます。

市民・行政一体型フェイスブック
「かにすき」運用中
投稿者を募集中 !!
希望者は（kouhou@city.kani.
lg.jp）に申し込みください。

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

月～金曜日　 7:30・12:00・17:00・19:00
　　　　　　21:00・22:00
土・日曜日　 7:30・12:00・14:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00

放
送
時
刻
※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

★市長の部屋から ★タウン情報

★タウン情報 ★みんなでわいわい！軽スポーツ

★簡単！山ごはんレシピ

　今回のテーマは、「選ばれる可児市へ」。
　市は、企業誘致活動を積極的に行っています。なぜ、
企業を誘致する必要があるのでしょうか、また、こ
の３年間でどのような成果があったのでしょうか。

　今年度、可児高校が取り組む地域課題解決型キャリア
教育について紹介します。どのような課題があり、どの
ように解決したら良いのか、高校生からの提案です。

　荒川豊蔵資料館再オープン記念展の第２弾
です。今回は、「人間国宝」に認定された、
昭和30年以降の作品約50点を展示します。

　乳幼児学級では、同じ地域の同じ年代の子どもをも
つ親が集まり、子育てについて学習しています。子育
て仲間を作る場として、気軽に参加してください。

　市は、東日本大震災の復興支援のため、被災地に職員を派
遣しています。
　今回は、派遣した職員の中から３人にインタビューします。

3／1（土）～7（金）
●ようこそ！市長室へ

3／8（土）～14（金）
●好きなのはカニダー

3／22（土）～28（金）
●荒川豊蔵資料館再オープン②

3／29（土）～4／4（金）
●子育ては、親育ち

3／15（土）～21（祝）
●復興のためにできること

展示のご案内（本館）

新しく入った本

おはなしの泉のストーリーテリング

「手づくり絵本」展� （生涯学習文化室）
期間　３月１日（土）～27日（木）
「花のまち可児　手づくり絵本大賞」
は、可児市政 15周年を記念し開始し
た事業です。平成 24 年度に第 15 回
をもち終了しました。その間にたくさ
んの素晴らしい作品をご応募いただき
ました。今回は、受賞作の一部を展示
します。世界で一冊の絵本をご覧くだ
さい。

「皇帝フリードリッヒ二世の生涯
上・下」� 塩

し お

野
の

七
な な

生
み

/ 著（新潮社）

図書館だより
市立図書館　本館（広見）� ☎� 5120
帷子分館� ☎� 8530
桜ケ丘分館� ☎� 3473

「イプシロン・ザ・ロケット」
�西
に し

沢
ざ わ

丞
じょう

/ 写真（オライリー・ジャパン）
「尾木ママのだいじょうぶ育児っ
てじつはカンタンよ！」
� 尾木直樹 /著（主婦の友社）
「ナチと理髪師」
�エドガー・ヒルゼン /著（文芸社）

「しあわせなワニくんかんちがいレストラン」
�神
か ん

沢
ざ わ

利
と し

子
こ

/作　はたこうしろう/絵
� （ポプラ社）
「いすおばけぐるぐるんぼー」
�角
か ど

野
の

栄
え い

子
こ

/作　はたこうしろう/絵
� （小峰書店）
「走れ！移動図書館」
� 鎌

か ま

倉
く ら

幸
さ ち

子
こ

/著（筑摩書房）

日時　３月29日（土）午後２時～
場所　図書館本館3階　会議室
語り手　おはなしの泉のみなさん
ストーリーテリングは、耳からの読書
です。絵本を使わない読み聞かせで、大
人も子どもも楽しめます。

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

本館・分館共通
毎週月曜日、28日（金）

休館日



雪化粧

2014年3月１日号
760かにかに

市の人口　100,768人　（男／49,952人　女／50,816人）　世帯数　39,115世帯（2月１日現在）
　　　　　　　　　　　（前月より1人増・9世帯増、昨年同月より541人減、193世帯増）

「広報かに」3月１日号、１部当たりの
印刷費は約 9.26 円（税込み）です。

広報かには 100％再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

229

元気に豆まきをするめぐみ保育園の園児

今シーズンの初雪。
市内各地で幻想的な雪景色が見られました。

雪化粧した薬王寺の池

２月３日（月）に市内の幼稚園・保育園で節

分の豆まきが行われました。毎年開催される

恒例行事で、園にやってきた鬼を災いに見立

てて豆をまいて追い返します。

緑鬼と赤鬼が園庭に入ってくると大きな歓

声が上がりました。元気に豆を投げる園児も

いれば、近寄ってきた鬼の迫力に思わず涙ぐ

む園児もいましたが、豆をまいて見事に鬼を

追い返し、今年の無病息災を祈りました。

広報かに  2014.3.1　14


